
ふるさとの
 文化財探訪

第126回

　今年度最終となる第５回の講座では「部落問題を我が子にど
う伝えますか？」と題して、南山田小学校　校長の池部義孝さ
んを講師に招きました。講座終了後に書いていただいたアンケー
トで以下のような記述がありました。（一部抜粋）

・�２０代前の先祖をさかのぼれば自分もそうだったかも？みんな
同じなんだから、人の事をあれこれ言わなくてもいいと思った。
・�かあちゃんという歌がじーんときました。子供にもしっかり伝
えていける親になりたいです。
・�じぶんは部落と関係ないと思っている人はむずかしい、わから
ないと言う。自分事で考えられたら、差別はおかしいと言える。
　また、今回実施した１対１のペアトークの感想についても紹介し

人権
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ます。
・�お相手がどんどん話してくれる方でしたので、私も自分の意
見が言いやすくよかった。
・�とても良いと思います。どんなふうに考えているのか、より
深く知る事ができました。
・�グループ討議より話しやすいけど、はじめましてなので緊張
しました。

　講座全体の感想についても紹介します。
・�最後に答えが出た感じでスッキリした。これからは、聞かれて
も言えるし、子供にも説明出来る。
・�あっという間の５回講座でした。もっとたくさんの人に勉強し
てもらいたいと思いました。
・�答えなく、1人1人が感じた事が正解というのはわかりますが、
部落差別をしてはいけないというか、この講義で、1つ「こ
こを知って身近な人と自分を守ってほしい」という物があると
いいのかなあと思う。
・�グループ討議は、自分とは違う方向からの意見を聞くことが
出来るのですごくありがたかったです。
・�自分の意見だけでなく、他の人の意見をきけると参考になり
ます。同じように思っていたり共感もありました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませんが、
ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－３８２３）までお
問い合わせ下さい。　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

２０２４年度
第5回なるほど“ザ”人権講座

玖
珠
神
楽　

文
化
財
調
査
委
員
　
音
成 

葉
子

　
な
ん
と
豊
か
な
時
だ
ろ
う
。

　
御
神
木
に
囲
ま
れ
た
朱
塗
り
の

社
、
氏
子
ら
が
ご
神
酒
や
お
膳
を

い
た
だ
き
な
が
ら
視
線
は
拝
殿
に

向
け
、
玖
珠
神
楽
を
観
て
い
る
。

　
境
内
は
、
陽
が
淡
く
差
し
て
心

地
よ
い
風
が
吹
き
、
此
の
神
楽
に

よ
っ
て
木
々
も
人
も
神
さ
ま
も
一

体
と
な
っ
た
か
の
よ
う
な
生
命
の

美
し
さ
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
九
重
町
大
字
引
治
横
尾
に
伝
わ
る『
玖
珠
神
楽
』

は
、
大
分
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る
。
古
典

的
で
優
美
な
舞
と
さ
れ
る
此
の
舞
は
、
毎
年
、
引
治

天
満
社
と
牧
口
八
幡
社
に
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

聞
い
て
、
令
和
６
年
10
月
15
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
牧

口
八
幡
社
『
秋
の
例
大
祭
』
を
訪
れ
た
。
神
事
の
後
、

玖
珠
神
楽
神
祇
社（
社
長�

香
下
和
男
氏
）
に
よ
る

玖
珠
神
楽
の
奉
納
が
は
じ
ま
る
。

　
玖
珠
神
楽
神
祇
社
は
現
在
12
名
の
楽
人
が
お
り
、

経
験
の
長
い
方
で
70
年
、
短
い
方
で
2
、
3
ヶ
月
で

あ
る
。
囃
子
に
使
う
の
は
、
太
鼓
、竹
笛
、し
ょ
う
ご

（
手
振
鉦
）、
ト
ン
ゴ（
小
さ
な
銅
鑼
）
と
呼
ば
れ
、
皆

が
代
わ
る
代
わ
る
に
囃
子
も
舞
も
お
こ
な
う
。
今
年

か
ら
楽
人
に
加
わ
っ
た
方
々
も
ひ
と
り
で
舞
を
任
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
私
は
驚
い
た
。
そ
れ
も
観
る
側
を

高
揚
さ
せ
る
ほ
ど
力
強
く
勢
い
が
あ
る
見
事
な
舞
。

　
別
の
日
に
、
楽
人
だ
け
が
集
ま
る
酒
席
に
お
邪
魔
し

た
が
、経
験
の
長
い
方
が
手
や
足
、い
っ
と
き
の〝
間
〟

と
い
っ
た
舞
の
細
か
い
所
作
を
教
え
て
い
る
場
面
に

遭
遇
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
熟
練
者
は
「
稽
古

も
大
事
だ
け
ど
と
に
か
く（
拝
殿
で
の
）場
を
積
ま

な
い
と
」
と
教
え
、
新
し
く
加
入
し
た
年
齢
の
若
い

方
々
も「
〜
の
舞
が
し
た
い
！
」
と
と
て
も
意
欲
的

で
あ
る
。
囃
子
に
お
い
て
も
そ
の
熱
意
は
同
じ
だ
っ

た
。
新
し
く
加
入
し
た
方
に
き
っ
か
け
を
尋
ね
る

と
「
子
ど
も
の
頃
に
見
た
玖
珠
神
楽
に
憧
れ
て
」と
。

本
当
に
心
を
打
つ
も
の
は
ま
っ
す
ぐ
心
身
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
伝
え
る
も
の
。
そ
れ
ゆ
え
に
御
神
木
も
人
も

す
べ
て
が
ひ
と
つ
と
感
じ
る『
気
』が
う
ま
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
知
識
な
ど
が
加
わ
る
と
そ
の
味

わ
い
は
深
く
な
る
。
玖
珠
神
楽
の
起
こ
り
に
つ
い
て

報
告
書
な
ど
で
調
べ
て
み
た
く
な
っ
た
と
き
は
文
化

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
九
重
町
歴
史
資
料
館
へ
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
来
年
の
玖
珠
神
楽
へ
。
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　ほんの森11月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

●    児童図書・コミック
　手話だからいえること泣いた青鬼の謎　　 丸山正樹
　水まきジイサンと図書館の王女さま　　 丸山正樹
　皮ふとぬり薬のひみつ　　 綾木はじめ
　トミカ大集合2025年版　 工事車両大特集！
　小学生の野菜づくりブック　　 藤田智
　仮面ライダー大図鑑ハイパー
　家ができるよ　　 バイロン・バートン
　だんごむしまつり　　 山﨑おしるこ
　あめふりうります　　 平田昌広
　ほしじいたけほしばあたけ まぼろしのいずみ　　 石川基子
● 一般図書
　珈琲色のテーブルクロス（杉原爽香シリーズ㊲）　　 赤川次郎
　落語刑事サダキチ①-③　　 愛川晶
　迷惑な終活　　 内館牧子
　大人は泣かないと思っていた　　 寺地はるな
　ゆるし　　 細谷正充　　
　月ぬ走いや、馬ぬ走い　 豊永浩平
　法廷占拠（爆弾②） 呉勝浩
　四つの白昼夢　　 篠田節子
　「ずるい攻撃」をする人たち　　 大鶴和江
　とにかく休め！　　 Testosterone
　ひとりの「さみしさ」とうまくやる本　　 大愚元勝
　この国は歪んだニュースに溢れている③政治とカネの間に潜むもの　　 
 辛坊治郎

　縁は苦となる苦は縁となる　　 塩沼亮潤
　原爆裁判　　 山我浩
　あなたの話はきちんと伝わっていますか？　　 石田一洋
　レジの行列が早く進むのは、どっち！？　　 サトウマイ
　孫のトリセツ　　 黒川伊保子
　100歳は世界をどう見ているのか　　 権藤恭之
　公式は覚えないといけないの？　　 矢崎成俊
　M9地震に備えよ　　 鎌田浩毅
　化学物質過敏症とは何か　　 渡井健太郎
　生理終了！と思ったら。更年期メンタル、私なりの付き合い方　　 
 安彦麻理絵
　人間関係リセット症候群　　 ゆうきゆう
　休養学　　 片野秀樹
　50代からの食べやせ術　　 道江美貴子
　此君亭好日　　 渡邊航
　野﨑洋光の缶詰で作る本格和食　　 野﨑洋光
　スーパーの食材で究極の家庭料理　　 東山広樹
　おひとり農業　　 岡本よりたか
　大家さんと僕これから　　 矢部太郎
　もっと表現が広がる！四季のはがき絵〈上達のコツ〉
　猫の菊ちゃん③　　 湊文
　戦争は女の顔をしていない⑤　　 小梅けいと
 
　 その他多数

　年末に向け、今年の各賞受賞者（作）が続 と々発表されています。
　今回は「本」にちなんだ賞を２つ、ご紹介します (^ ▽ ^)/

　2024 年のノーベル文学賞は、韓国の現代文学を代表する作家�ハン・ガン（韓江）氏
が受賞しました。
　ノーベル賞での女性の文学賞受賞は通算 18 人目、アジア人女性としては初めてです。
　九重町図書館では、ハン・ガン氏の著書を以下の２冊所蔵しており、その他数冊を現
在発注中です。（11月 1日現在）

　2024 年の日本絵本賞大賞は、ザ・キャビンカンパニーさんの『ゆうやけにとけていく』。大分
県出身で、由布市の廃校をアトリエにして活動する二人の作家さんによる、ノスタルジックで美し
い絵画のような絵本です。こちらも当館に所蔵していますので、ぜひ手にとってみてください。
⇩ザ・キャビンカンパニーさんの絵本は、他にも多数所蔵しています！！

「一つの作品に対して与えられるものではなく、その作家の作品、活動
全体に対して与えられる国際的に最も権威のある文学賞」

「1 年間に日本で出版された絵本の中から、優れた絵本に授与される賞」

◎ノーベル文学賞◎

◎日本絵本賞◎

　11月の担当グループは『ぷちトマト』の皆さんでし
た。（11月9日）
　12月は『チームそらまめくん』の皆さんです。
（12月14日の予定）
絵本や手遊びに触れて、楽しい時間を過ごしましょう。

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

お知らせ .1

▲読んだ本は展示中。貸出も
できます。

『菜食主義者』

『ゆうやけにとけていく』

『ギリシャ語の時間』

▲ 10 月12 日『スター』さん　　
読み聞かせ風景

新刊・新着図書案内　
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九重ふるさと自然学校

　九重ふるさと自然学校では、お米も生きものも育む無農薬の田んぼでとれた稲わらや、モウソウチクなどの
竹素材を使い、正月飾りづくり体験を行っています。
　しめ飾りはわらでしめ縄をない、縁起のよい自然の素材などを野外で採取して飾りつけ。
　年神様の拠りどころになる門松は、ノコギリで竹を切ったり、砂をつめて飾りつけをしたり、ご家族やお友だ
ちとの協力作業！ミニサイズですが玄関先でも存在感抜群です。
　ぜひ、手作りの正月飾りで新しい年を迎えませんか。

■日　時：12月 21 日（土）10:00～15:30　＊積雪・道路凍結の場合は中止
■場　所：九重ふるさと自然学校�自然教室（九重町田野 1726-143）
■内　容：正月飾りづくり（しめ飾り・ミニ門松）
■参加費：1組 2 名まで2,500 円
　　　　　＊3名以上で参加の場合は1名ごとに500 円追加。3 歳以下無料
　　　　　＊しめ飾りは1人 1 個、ミニ門松は1組につき1対を制作
■定　員：20 名
　　　　　＊定員を超えた場合は抽選
■対　象：興味のある方ならどなたでも
　　　　　＊小学生以下のお子様は保護者同伴
■申込み：右の二次元バーコードを読み取り、
��������������申込フォームから必要事項を入力の上、
��������������送信してください。
　　　　　＊Web 以外でお申込みをご希望の方は、
�����������������TEL0973-73-0001にご連絡ください。
■申込締切：12月 7日 ( 土 )
■お問合せ：九重ふるさと自然学校（運営：セブン-イレブン記念財団）
�����������������TEL：0973-73-0001�＊受付時間：9:00～17:30、火曜定休

「しめ飾りとミニ門松づくり」参加者募集
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

■   

と
　
き　
11
月
29
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■ 

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
3‐７
６‐３
８
３
８
）

ひ
と
り
親
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

面
会
交
流
・
養
育
費
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
父
母
、寡
婦
（
夫
）

の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
及
び
面
会

交
流
・
養
育
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

と
　
き　
12
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

　
・
無
料
法
律
相
談
会　
２
階
学
習
室

　
・
面
会
交
流
相
談
会　
２
階
研
修
室

■
対
象
者

　
玖
珠
町
・
九
重
町
在
住
の
ひ
と
り
親
の
方

　

�

※
離
婚
を
考
え
て
い
る
方
も
相
談
可
能

で
す

■
法
律
相
談　

�

平
松
ま
ゆ
き
弁
護
士

■
面
会
交
流
・
養
育
相
談　

�

　
増
田
卓
美
相
談
員

■
申
込
期
限　
12
月
10
日
㈫

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。

　
　
　
　
　
一
人
に
つ
き
30
分
間

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
玖
珠
町
役
場
子
育
て
健
康
支
援
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
２
０
２
２
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き

　
�������

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
12
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■ 

と
　
き　

�

平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■  

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
老
後
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
や
財
産
分
与
、
尊
厳
死
宣

言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認

証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題
に

関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き
　
12
月
５
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
2
会
議
室

■  

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
12
月
３
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■ 

内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■  

内
　
容

　 

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

年
金
相
談

■
と
　
き　
12
月
25
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場�

１
階
１
０
１
会
議
室

■ 

そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
御
遺
族
の
方
同
士
が
集
い
、
共
に
過
ご

し
、
体
験
や
気
持
ち
を
分
か
ち
あ
う
場
で

す
。
事
前
に
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。
御

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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暮らしの情報　●

■
出
願
関
係
書
類
の
交
付

　

�

令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
か
ら
大
分
県
立
盲

学
校
事
務
室
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。

■
出
願
受
付
期
間

　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
〜
１
月
10
日
㈮

　
※
土
日
祝
日
は
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　
令
和
７
年
１
月
14
日
㈫
〜
１
月
16
日
㈭

　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時

■
結
果
の
発
表

　

�

令
和
７
年
１
月
17
日
㈮
の
発
送
を
も
っ
て

通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
立
盲
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
盲
学
校

　
〒
８
７
０
‐
０
０
２
６

　
大
分
市
金
池
町
３
丁
目
１
番
75
号

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８
）

令
和
７
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

■
出
願
資
格

・�

保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る

者
。

・�

大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課
程
、

別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除
く
。）
及

び
短
期
大
学
に
在
学
、
ま
た
は
進
学
を
希

望
す
る
も
の
で
当
会
の
定
め
る
基
準
を
満

た
す
者
。

■
出
願
期
限　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

　
　
　
　
　
　
（
１
月
６
日
消
印
有
効
）

■ 

貸
与
期
間　
令
和
７
年
４
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特
　
徴

・
奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
で
す
。

・�

申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給
付
）

に
推
薦
し
ま
す
。
文
系
学
部
、
理
工
系
学

部
問
わ
ず
（
但
し
、
医
学
部
、
薬
学
部
国

家
試
験
課
程
除
く
）

■ 

そ
の
他　
貸
与
月
額
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

���（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０
）

受
講
料
無
料
！ 

２
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　

�

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
ビ
ル
管
理
技
術
科

■
募
集
期
間　

　
11
月
25
日
㈪
〜
12
月
26
日
㈭

■
訓
練
期
間

　
令
和
７
年
２
月
４
日
㈫
〜
７
月
30
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

�

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
１
１
０
０
）　

　

�

平
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
と
　
き　
12
月
１
日
㈰

■
予
　
約　
不
要

■
参
加
料　
無
料

■ 

内
　
容　

校
内
見
学
、
訓
練
実
習
（
プ

レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
操
作
実
習
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
小
物
制
作
）
個
別
相
談
会
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
日
田
市
朝
日
ヶ
丘
５
７
６
‐
10

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

令
和
７
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集
に
つ
い
て

■
募
集
対
象　

・�

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
、
又
は

視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
で
あ

り
、
拡
大
鏡
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常

の
文
字
、
図
形
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が

不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
幼
児
。

・�

視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
他

の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
幼
児
。

・�

知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
視

覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
幼
児
。

・�

大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
31
年
４
月
２

日
か
ら
令
和
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
。

■ 

対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　
11
月
28
日
㈭　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　

�

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
分
市
大
字
玉
沢
９
０
８
番
地
）

■ 

内
　
容　
匿
名
で
気
持
ち
の
分
か
ち
合

い
を
し
ま
す
。

■
参
加
料　
無
料（
事
前
に
申
込
が
必
要
）

■
申
込
締
切　
11
月
21
日
㈭

■
申
込
・
問
合
先　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

診
療
費
の
減
免
事
業
に
つ
い
て

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人
の

病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象
に
、
無
料

又
は
低
額
診
療
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
や
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
、
ま
た
、「
就
学
援
助
制
度
」
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
、
低
所

得
等
の
生
計
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支
払

い
に
つ
い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
、

当
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
の
証
明
書
、
認
定

書
、
通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の
上
、
診
療

費
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方
は
、

担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
参
し
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　

落
葉
は
冬
の
季
語
。
あ
ら
ゆ
る
落
葉
樹
は
冬

に
葉
を
落
と
し
ま
す
。
音
も
な
く
地
上
に
。
ラ

ブ
シ
ー
ト
と
は
二
人
掛
け
の
椅
子
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
い
な
い
椅
子
が
人
待
ち
顔
と
い
う
中
七
の

フ
レ
ー
ズ
で
こ
こ
か
ら
始
ま
る
物
語
を
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
。

落
葉
ふ
る
人
待
ち
顔
の
ラ
ブ
シ
ー
ト内

田　

ト
シ
子

十
六
夜
は
秋
の
季
語
で
前
夜
の
満
月
よ
り
や
や
遅
れ
て
昇
る

こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
呼
び
名
。
並
べ
て
あ
る
丸
椅
子
は
、

い
つ
も
誰
が
座
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
広
が
る
想
像
。
多

く
を
言
わ
ず
、
読
者
に
想
像
を
委
ね
る
一
句
で
す
。

十い
ざ
よ
い

六
夜
や
丸
椅
子
二
つ
並
べ
あ
り

竹
石　

末
子

放
生
会
は
、
捕
獲
し
た
魚
や
鳥
獣
を
野
に
放
し
、�

殺
生
を
戒
め

る
宗
教
儀
式
で
秋
の
季
語
。
殉
教
の
島
は
平
戸
だ
ろ
う
か
。
十

字
架
の
と
の
意
外
な
取
り
合
わ
せ
が
成
功
で
す
。

殉
教
の
島
の
十
字
架
放ほ
う
じ
ょ
う
え

生
会

高
倉　

直
人

秋
蝶
は
老
蝶
と
も
言
い
、
立
秋
を
過
ぎ
て
も
見
か
け
る
蝶
の
こ
と
。

開
け
放
た
れ
た
寺
の
石
畳
の
上
な
ど
で
じ
っ
と
翅
を
休
め
て
い
る
姿

を
見
る
と
、そ
の
行
く
末
が
案
じ
ら
れ
ま
す
。取
り
合
わ
せ
、お
見
事
。

秋
蝶
や
開
け
放
た
れ
し
寺
の
門

佐
藤
八
千
子

落 葉

（
句
評
）「
切
れ
字
」
を
使
う
場
合
、
ど
こ
で
切
れ
を
入
れ
る
か
迷
う
こ
と
が�

よ
く

あ
り
ま
す
。
自
然
な
感
じ
方
と
し
て
「
嗅
覚
→
視
覚
」「
視
覚
→
嗅
覚
」
ど
ち
ら
で

も
成
り
立
ち
ま
す
が
、
末
子
、
八
千
子
さ
ん
は
上
五
で
、
直
人
さ
ん
は
中
七
で
切
れ
。

い
ず
れ
も
大
景
か
ら
具
体
的
な
景
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。
上
五
で
「
や
」
を
入

れ
る
場
合
も
中
七
で
入
れ
る
場
合
も
下
五
を
ど
う
す
る
か
で
印
象
は
変
わ
り
ま
す

ね
。（
選
者
拝
）

（
お
知
ら
せ
）�

毎
月
二
十
五
日
ま
で
の
投
稿
、
遅
れ
な
い
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
発
行
は
一
か
月
後
で
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
「
季
語
」を
先
取
り
し
て
作
句
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

霙
降
る
今
日
が
別
れ
の
記
念
日
か　

   

春　

蘭

風
鈴
の
音
色
残
し
て
夏
去
り
ぬ　

 　

 

ス
エ
ノ

案
山
子
の
眼
獣
を
何
頭
記
憶
す
る　
　
　

 

豊　

國

深
秋
や
母
が
遺
せ
し
大
樹
切
る　
　
　

 

恵　

子

顔
の
し
わ
年
相
応
の
神
無
月　
　

   

左
世
美

友
と
会
う
高
原
の
秋
真
っ
盛
り  　

 

律　

子　
　

 

秋
夕
陽
拾
い
浮
か
べ
て
露
天
風
呂   

香　

澄

秋
桜
の
終
り
に
似
合
う
夕
日
か
な　

   

則　

子

蕎
麦
を
切
る
包
丁
手
捌
き
指
三
本　
　

 

文　

子

桐
は
実
に
家
に
も
嫁
を
取
る
ら
し
き　

 
チ
ズ
子

柿
を
食
む
亡
父
の
口
ぐ
せ
辛
抱
し
ろ 　

 
好　

美

紐
解
け
ば
呼
び
名
数
あ
り
曼
珠
沙
華  

き
く
み　

庭
池
に
浮
か
ぶ
満
月
妻
の
声　

      

桐　

友

窓
開
け
て
走
る
草
原
匂
う
秋　

 　
　

  

干　

城

巨
大
ム
ー
ン
復
興
の
街
照
ら
し
お
り　

 

重　

吉

秋
の
虫
羽
音
の
テ
ン
ポ
温
度
差
よ　

   

清　

子

広
々
と
静
ま
り
か
え
る
刈
田
か
な　

   

純　

子

秋
灯
火
十
七
文
字
の
深
さ
か
な　

 　

 

紀
久
子

サ
ロ
ン
で
は
腰
掛
ダ
ン
ス
野
菊
咲
く  

ヤ
ス
コ

秋
の
風
痛
む
傷
口
手
術
後  

良　

子　

           

 

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
席

　
二
十
席

記

歳

時

東
飯
地
区
ふ
る
さ
と
発
見
　
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
　
　
一
般
の
部

●
優　

秀　

賞

代
掻
き
の
終
え
し
田
圃
や
小
波
立
つ　
　

 

永
松
左
世
美

下
五
の
「
小
波
立
つ
」
で
代
掻
き
を
終
え
た
後
の
喜
び
が
。

長
老
の
口
説
き
朗
々
盆
の
月 　
　
　
　
　

井
上　

則
子

ご
年
配
の
方
の
見
事
な
口
説
き
に
お
月
様
も
輝
き
ま
す
。

つ
ゆ
草
や
ゆ
ん
べ
の
星
の
欠
け
ら
か
な　

 

清　

べ　

え

露
草
の
輝
き
に
夜
空
の
星
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

ぼ
ん
団
子
孫
の
笑
顔
が
か
く
し
味　
　

         

３
５
P

中
七
と
下
五
の
フ
レ
ー
ズ
、
い
い
で
す
ね
。

●
会　

長　

賞

か
ん
ぱ
ち
号
青
田
の
中
で
歓
迎
す　

  

原
田
智
恵
子

田
圃
の
中
で
手
を
振
る
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

細さ
ざ
な
み波
や
田
に
夕
焼
け
の
う
ち
と
け
て  

穴
井　

秀
昭

美
し
い
田
園
風
景
の
映
像
が
広
が
り
ま
す
。

ま
つ
た
け
は
味
も
香
り
も
夢
の
中　
　
平　

由
美
子

下
五
で
と
て
も
楽
し
い
句
に
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
投
票
ト
ッ
プ
賞

先
生
も
曳
く
下
旦
祇
園
誇
ら
し
く   　
幸
谷　

恵
子

教
え
子
に
見
つ
め
ら
れ
先
生
も
嬉
し
そ
う
で
す
。
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。
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発
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）
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行

・
九
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町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

11
月
・
12
月
の
休
日
当
番
医 ★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
10 月1 日～ 10 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,348 人 （ - 1 6 ）
男 3,990 人 （ - 1 0 ）
女 4,358 人 （ - 6 ）

世帯 3,870 （ - 4 ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
11 月 23 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 0973-78-8811 11 月 23 日 井 上 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3305

24 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 24 日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 0973-76-2018
12 月 1 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 12 月 29 日 樋口歯科クリニック 日田市 0973-22-8881

8 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 0973-72-0330 30 日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
15 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 31 日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228
22 日 高 田 病 院 春日町 0973-72-2135
29 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121
30 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466
31 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

穴
あ な い

井 志
し ず お

津 男 ８８ 下 旦 三
河
か わ の

野　 範
の り し げ

成 ８９ 西
工
く ど う

藤 ツ
つ や こ

ヤ 子 ９４ 川 西 一
後
ご と う

藤 三
み よ か ず

四 一 ８９ 宝 泉 寺
佐
さ と う

藤 キ
き ぬ こ

ヌ 子 ９５ 後 河 内
篠
しのはら

原　 秋
あ き の

野 ９５ 南 区
髙
たかはし

橋　 雅
ま さ こ

子 ９４ 中 央 二
帆
ほ あ し

足　 和
か ず お

雄 ９０ 中 央 五
堀
ほり

　 喜
き は ち ろ う

八 郎 ８９ 川 上 一 110 交通安全 2024.10月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 23 23
野 上 5 3 46 49
飯 田 2 2 119 121
南山田 3 2 67 69

計 10 7 255 262

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

熊
く ま が え

谷　 祐
ひ ろ と

翔 男 譲
じ ょ う じ

二 書 曲 二
永
な が い

井　 凌
り く

琥 男 薫
かおる

中 村 上

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　６ページに掲載のとおり九重ふるさと祭り
を取材しました。紙面の都合上、開催され
た展示やイベントの全てを掲載しきれてい
ないことをお詫び申し上げます。
　初日は雷雨に見舞われる時間帯もありま
したが、多種多様なステージイベントやサ
プライズ企画もあり、出演者や来場者の皆
様の楽しむ様子がカメラ越しに伝わってきま
した。
 　　　　　　　　　　　 T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市�0977-21-5657）で対応します。

11月生まれ

髙
たかいし

石 大
たいせい

晴 さん

（保護者：髙
たかいし

石翔
しょうた

太）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

12月がお誕生日のお子さん
１１月２２日（金）

1月がお誕生日のお子さん
１２月２３日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ
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